
新たな北海道総合開発計画の論点について

２つの価値
現計画策定時の代表的指標

１．
｢他で代替できない
北海道の価値｣
へのFocus

外部環境の急変
令和1-3年

２＋１
２つの価値の維持と

新たな価値

食 ウクライナ侵攻
による食料危機 食

北海道の
食料自給率
約200%

観光 コロナ禍による
激減と再生 観光

来道外国人
旅行者数
12年で7倍に

2050年CNへの
コミット 脱炭素化

全国一の再生可能エネ賦存量

２．
｢3つの価値を生む空間｣

へのFocus

３．
｢価値の最大化｣
へのFocus

２つの価値→３つの価値

北海道の生産空間※

リアル×デジタル

観光 再生EN

ー3つの価値は主に北海道の地方部に賦存ー

生産空間で価値を創出するリアリティの維持
×

地方部の弱点を克服するデジタル技術
||

３つの価値の最大化

この具体策が
新計画の骨子であり､
分科会でご議論
いただきたい論点

※地方部の傑出した生産的価値に着目し
「生産空間」と定義

目標１
我が国の豊かな
暮らしを支える

北海道

・食料安全保障
・観光立国

・ゼロカーボン

目標２
北海道の価値を
生む北海道型
地域構造の維持

・生産空間の維持・発展
・強靭な国土づくり

強み 課題

広域分散社会
における生活
環境の維持

資料５

農業


